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学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本論文は，臨床上様々な問題が存在する腋窩型松葉杖の保持安定を目的に，それら諸
問題の原因を究明，解決法を提案し，その有効性を明らかにしている． 
公聴会においては，約 20名の出席者があり，利き手・利き足による結果への影響，研
究の動機や研究の独自性，杖使用時の転倒件数，患者と健常者の歩行状態の違いによる
結果への影響，杖訓練の現場への結果の利用法など様々な質問がなされたが，いずれも
著者の明快かつ詳細な説明によって質問者の理解が得られた． 
 以上により，論文審査及び最終試験の結果に基づき，審査委員会において慎重に審査
した結果，本論文が博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した． 
